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この度、社会福祉法人桐の実会わたらせ

養護園の第三代理事長に就任いたしました

野口でございます。 

昭和４１年、医師である創立者岸直枝先

生が理想に燃えて私財を投じて、まだこの

国に存在しなかった幼児の知的障害児入所

施設、わたらせ養護園をお作りになりまし

た。施設長はガールスカウト日本連盟総主

事の実践活動家清水俊衣先生、二人の努力

により定員３０名の 3 歳から就学前の幼児

入所施設がスタートいたしました。社会の

要望に応え定員増、昭和５８年には学童児

の受け入れが始まり、現在では中学三年生

まで、そして児童福祉法改正により知的障

害児施設から福祉型障害児入所施設と名称

変更がなされました。また医療法人岸会岸

病院理事長の岸芳正先生が平成８年度より

桐の実会の第二代理事長として施設長、職

員とともに過渡期の時代背景の中で発展充

実をなされました。全く見事な施設運営、

経営でありました。 

 

しかしながら平成 31 年 4 月 21 日、御

年 87 歳でご他界されました。今日までの

ご努力に感謝申し上げ、ご冥福をお祈り申

し上げます。 

浅学非才の私でございますが、先の役員

会で理事長の任命を頂きました。私もご縁

がございまして、桐の実会わたらせ養護園

の監事を 30 年務めさせていただいており

ますので、岸先生の運営など身近なところ

で拝見して参りました。 

力不足でございますが先代理事長の足跡

をなぞりながら入所して参ります障害児の

ために、地域の社会福祉事業のために努め

て参りますので、ご支援ご協力をいただけ

ますようお願い申し上げます。 

合掌 

 

〈児童作品〉 



 

 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 

第１７３号          とんがりやね（２）          令和元年７月１日 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就任にあたって 
 

施設長 太田 徹 
 

7 月 1 日付けで施設長に就任いたしまし

た。私がわたらせ養護園に就職した平成 12

年当時、幼児、学童児の入所割合は現在とほ

ぼ同じでしたが、中学生は 3 年生になる前に

家庭復帰や次の年長児施設に移動するのが主

流でした。あれから 19 年が経ち、年号は平

成から令和に変わり、ここ数年は中学 3 年生

をどうにか次施設に送り出すという流れに変

わってきています。要因として児童施設が成

人施設に転換し、数が減少したことや成人施

設が満床のため、児童施設からの移動が難し

くなったことが考えられます。この間障害者

福祉が大きく変わろうとしてきた年月でもあ

りました。平成 24 年に障害者虐待防止法が

施行され、職員の支援の仕方を問われるよう

になり、どの研修会に於いてもこの制度につ

いての話題が中心となっています。 

 わたらせ養護園は児童施設として培ってき

た発達支援を軸に、これからもより良い福祉

サービスを提供していく所存でございます。 

 施設長の交替により 7 月より新たなスター

トとなりますが、前施設長からの意志を受け

継ぎ、いつも子どもたちが中心にいる施設で

あることに変わりなく、職員一人一人が共に

真剣に子どもたちと向き合う取り組みをして

行きたいと考えています。 

微力ではありますが、誠心誠意努めてまいる

所存でございますので、今後ともわたらせ養

護園にご支援、ご指導賜りますようよろしく

お願いいたします。                      

いろいろな思いで 

ありがとうございました 
 

前施設長 中島 恒夫 
 

 6 月末日を以て退職いたしました。36

年余りわたらせ養護園で仕事ができたこと

は大きな宝物になりました。昭和 57 年大

学を卒業し児童指導員として働き始め、子

どもたちと元気に園庭を日々走り回ってい

ました。この頃は、県内に児童入所施設は

まだいくつもありました。当時、わたらせ

養護園は幼児だけが 40 名在園していまし

た。翌年 58 年より初めて 8 名の学童児

を受け入れることになりました。それから

少しずつ学童児が増え、現在は幼児、学童

児の在籍比率が逆転しています。このころ

からまさに措置制度から契約制度に福祉が

大きく変貌した時期でありました。また、

施設の役目が大きく変わった時代でした。 

 現在、障害児やその家庭を応援する機関

はたくさん増えましたが、通所施設にはで

きない機能をわたらせ養護園は持っていま

す。幼児から中学 3 年生までの学童児が

親元から離れて生活する児童施設ですが、

太田徹新施設長のもと、どの子どもたちも

家庭復帰を願いながら子育てを応援する施

設として進んでほしいと思います。 

 最後に、わたらせ養護園を応援してくだ

さった皆様に感謝を申し上げます。 



 

 今年度はテキストを参考に、働くうえで知

っておきたいマナー・対応・心構えを学んで

いきます。 

 社会人としての基本的な心構えや言葉の使

い方、文章の書き方、文書の作り方も学んで

いく予定です。年数を積んでいる職員も初心

に帰り資質と支援の向上に努めます。 
 

児童発達支援管理責任者 新井 元気 

今年度から保育士としてお世話になります

天沼と申します。子ども達との生活で、毎日

元気をもらっています。そんな子ども達に寄

り添える援助、子どもの目線で考えられる保

育士になりたいと考えています。まだまだ未

熟な所もありますが職員の皆様に助けて頂き

ながら頑張っていきたいと思います。よろし

くお願い致します。 

保育士 天沼 未夢 

４月１日、平成 3１年度の職員研修が行

われました。今年は保育士１名が新たに加

わり、計２７名で新年度を迎えることがで

きました。 

 

しゃぼんだまふわり 
 

「成長」 
 

         保育士 柿田 圭介 

 

 

第１７３号           とんがりやね（３）         令和元年７月１日

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

職員研修会 

新人職員挨拶 

社会福祉法人桐の実会 

理事長 岸 芳正氏 ご逝去 
 

当法人理事長の岸芳正氏が平成３１年

４月２１日にご逝去なさいました(８７歳)。 

平成９年１月から理事長として、長年にわた

りわたらせ養護園のためにご尽力いただきま

したご功績に深く感謝を申し上げます。あた

たかなお人柄を偲び謹んでご冥福をお祈り

いたします。 

退職者紹介 
 

介助員 松島 久惠(Ｈ３１．３．３１) 

事務員 松尾 由衣(Ｈ３１．３．３１) 

平成 31 年度園内研修 

5 月より年号が「令和」となり、早２ヶ

月が経ちました。過ごしやすい日々が続い

ており穏やかな気持ちで業務に取り組んで

います。子どもの成長というものは驚かさ

れる事ばかりで、ついこの間まで幼児だっ

た子どもが、大きいランドセルを背負い登

校している姿や学校で頑張っている姿を見

ると胸が熱くなります。 

 以前は他児とのトラブルが絶えず、手を

出してしまったり、泣いて暴れる事が多か

った児童を今年度担当しており、最初は不

安で考え込んでしまう事が多くありまし

た。そんな時先輩方から、沢山アドバイス

を貰い、「大人が間に入り、子どもの話を

聞いてあげる」「どうすればよかったのか

を子ども同士で相談をさせる」等を学びま

した。洗濯や掃除などの業務に追われてい

る時、子ども同士のトラブルがあっても

「だめだよ」「嫌だよって言うんだよ」等

の声掛けしかしてなかった自分自身を見直

し、先輩から頂いたアドバイスを実行して

みました。子ども自身、他児との関わり等

で成長した部分が大きいですが、職員がい

なくてもお互いの気持ちを話し合い「ごめ

んなさい」と謝れている様子が多くみられ

るようになりました。このように子どもの

成長に気付かされ、自分自身も、「頑張ろ

う！」と元気を貰う事や、成長させてもら

っている事が多くあります。子どもの成長

に驚かされる事ばかりですが、これからも

自分自身も負けずに成長していきたいと思

います。 



<↑迫力ある演奏> 

<↓演奏後の記念写真> 

第１７３号           とんがりやね（４）         令和元年７月１日

 

  
平成３１年３月９日、ベイシア文化ホール(群馬県民会館)にて第３３回あすなろ祭が行われ

ました。ステージ部門では太鼓グループによる和太鼓演奏で「わたらせ太鼓」「ゆうあい」の

２曲を披露しました。この日のためにたくさんの練習を重ね、努力してきた子ども達。その頑

張りは毎回の練習で手の平にマメができてしまうほど…。当日のホールでの演奏は、緊張して

いたものの、どの子もしっかりと前を向いて、堂々と迫力ある演奏をすることができました。 

 展示部門では手工芸や生け花・書道・絵画などの１３作品を出展しました。どの子も皆、担当職

員と力を合わせ、想いを込めて作品を作りあげました。作品を作っている時の表情は真剣そのもの

で、輝きに満ち溢れていました。作品が出来上がると、とても嬉しそうなにんまり笑顔。「どこに

飾るの？」「早く飾ってるところ見たい！」など、当日が待ちきれないといった様子の子ども達で

した。 

第３３回 あすなろ祭 

手工芸 書道 生け花 絵画 

心を込めて作りました。 

僕たち・私たちの作品を見てください！ 



 ３月３日に、ひなまつりの行事を行いました。

紙芝居を読み、子ども達全員で「たのしいひな 

まつり」を歌って、ひなまつりのお祝いをしま 

した。おやつに出たひしもち形のゼリーに「か 

わいい！きれいな色！」「甘くて美味し～」と 

言う子ども達から笑顔が溢れていました。おや 

つの後に、主役の女の子達はお雛様の前で写真 

を撮りました。一番お気に入りのポーズで素敵 

な写真が撮れました。 

〈児童作品〉 〈児童作品〉 

第１７３号            とんがりやね（５）        令和元年７月１日 

 
 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月１日、幼児部のみんなでお稲荷さまにお

参りをしてきました。お参りに行く前に「幼児

部のみんな、お参りよろしくね！」と伝えると

「はーい！」と言い準備万端。いざお稲荷さま

の前に立つと真剣な表情で手を合わせて頭をペ

コリ。何度も何度も手を合わせて、わたらせの

お兄さんお姉さんの分もたくさんお参りしてく

れました。2 月 2 日には、子ども達全員でクイ

ズをして初午について楽しく勉強出来ました。 

 

2 月 3 日の節分の日、毎年恒例の「豆まき」

を行いました。鬼の格好をしているのが職員と

は気づかずに、怖くて泣いてしまう子や走り回

り逃げる子「おには～そと！ふくは～うち！」

と力強く豆まきする子もいました。 

おやつには、大善寺さんから頂いたお菓子を食

べて大満足。無事に鬼を退治することが出来て

子ども達はとても喜んでいました。 

 

 ５月１日に、こどもの

日のお祝いをしました。

お部屋ごとにオリジナル

のこいのぼりを作りまし

た。カラフルで個性的な

こいのぼりが出来上がり

ました。子ども達はおや

つのゼリーを笑顔で頬張

っていました。 



 小学部２名、中学部３名が卒業証書を受け

取り、一つの節目を迎えました。春からは新

しい生活の始まりです。どんなスタートとな

るのか、とても楽しみです。 

 ３０年度は３名の児童が幼児部を修了しまし

た。修了証書を受け取り、嬉しそうな子ども達。

春からは憧れのお兄さん・お姉さんたちの仲間 

入りです。 

 小学部へ４名、中学部へ２名が新一年生となりました。少し恥ずかしそうではありました

が、しっかりと新入生代表の挨拶をし、立派な姿を見せてくれました。どの子も新しい制服

姿がとてもよく似合っていて、いつもよりも少し大人びて見えました。これからたくさんの

ことを学び、成長していく姿が楽しみです。 

第１７３号            とんがりやね（６）        令和元年７月１日 

 

 

卒業式 幼児部修了式 

入学式 
春から一年生！ 

お勉強、がんばるよ！ 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 



第１７３号            とんがりやね（７）        令和元年７月１日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア 
 

絵本読み聞かせ 

齊藤知子さん(2/２５・3/２５・4/２９・６/３０) 

保育 

天沼未夢さん(１２/９・３/９) 

桐生准看護学校(５/１５・１６) 

縫製 

八の会さん(2/2６・3/2６・４/2３・５/28・６/25) 

実習 

新規採用職員実習  

天沼未夢さん(３/１１～３/１８) 

東京電力労働組合群馬地区本部さん

清掃ボランティア 

フィットネスクラブ・カーブスさん

より沢山の食品とお菓子をいただきま

した。 

 大善寺さんよりノートとお菓子をい

ただきました。 

 「夢を抱くことの素晴らしさを知って

ほしい」との思いで集まった 4 人の女性

ボーカリスト「DreamVoices」さんよ

り、チャリティーライブの収益からご寄

附をいただきました。 

普段手の届かない園舎内外を綺麗に

していただきました。ありがとうござ

いました。 

出張・研修 
 

1 月 

２３ 事務部会(久保田．山岸．太田)    

２４ 保健部会(牛丸．柿沼) 

２５ 施設長部会(中島) 

３１ 人権倫理委員会(柿田) 

２月 

１ 平成３０年度第３回職員研修会(柏原) 

５ 桐生市地域自立支援協議会 定例会(太田) 

８ 療育講演会(渡辺) 

１５ 児童生活部会(中島．新井．長谷川) 

１８ 年金委員・健康保険委員合同研修会桐生地区 

(久保田) 

１９-２０ 群馬県サービス管理責任者等研修(柿沼) 

２０ 第 6 回社会福祉法人三和会公開セミナー 

(太田) 

２１ 平成 30 年度育英短期大学就職 

実習等懇談会(太田) 

２６ サービス管理責任者連絡会(新井) 

３月 

５-６ 種別代表者会議(中島) 

１４ 事務部会(久保田．松尾．太田) 

２５ 大泉保育専門学校実習施設情報交換会(太田) 

２６ 互隣施設ネットワーク(太田) 

４月 

 ９ 桐生市地域自立支援協議会 定例会(太田) 

１７ 初任者研修会(天沼) 

２６ 施設長会議(太田) 

２６ 施設長部会(太田) 

５月 

 ９ 関東地区福祉型障害児入所施設連絡会(太田) 

３１ 動作法の学習会(太田) 

６月 

 ６ 群馬県知的障害者福祉協会総会(太田) 

２６ サービス管理責任者部会(新井) 
 



ありがとうございます 
（平成 31 年 1 月 1 日～6 月 30 日現在） 

 

ご寄付（敬称略、順不同） 
岸泰宏 (東京都) 岸厚次 (千葉県) 

 横田斌（富岡市）松﨑靖 (みどり市) 

寺田道子、大善寺、DreamVoices 

ガールスカウト群馬県第２１団 

吉田美恵子、鈴木雅子 (桐生市) 
 

ご寄贈（敬称略、順不同） 
日本サニパック株式会社 (東京都) 都丸知恵 (渋川市) 

株式会社原田ガトーフェスタハラダ (高崎市) 

カーブス (前橋市) 須藤恒 (伊勢崎市)  

福島貞則、寺田内科小児科医院（みどり市） 

大善寺、鴨田拓磨、諏訪歯科医院、岩野房江、桐生准看護学校(桐生市) 
 

 

ご寄贈に関してお問い合わせを頂くことが

あります。バスタオルやティッシュ、洗剤と

いった消耗品のご寄贈は大変有り難いです。

衣類に関しては、十分たりています。こども

達は、それぞれの好みにあったものを自分で

選んでいます。申し訳ありませんが中古品の

衣類を使用する事が殆どなく、お受けしない

方向で考えております。ご協力お願いいたし

ます。御厚意に心より感謝申し上げます。 

 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 

第１７３号           とんがりやね（８）         令和元年７月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたらせ養護園後援会だより 

平成３０年度も皆様よりあたたかいご支援をいただき、わたらせ養護園に大きな援助をすること

ができましたこと、心より感謝申し上げます。 

昨年度の会員状況を報告します。継続会員の方１６５名、新会員の方１２名、復活会員の方６０

名、増額会員の方２１名でした。ありがとうございました。３１年度事業計画に挙げた、本館の児

童居室の畳替え、同時に畳下床の修繕工事を５月に行いました。居室が明るくなり、子ども達も快

適に過ごすことができ喜んでいます。令和の新しい時代を迎え、これからも引き続き皆様のご支援

ご協力をよろしくお願いいたします。 

また、皆様から届く振替用紙の通信欄のお便りに職員一同励まされ楽しみにしております。本年

度も皆様の情報交換の場として、又皆様の日常の様子などお便りお待ちしております。 

前回同封させていただきました手作りのしおりについて、嬉しいお便りを多数いただきました。

お使いいただければ幸いです。今後ともよろしくお願い申し上げます。        

後援会事務局 
 

 
後援会の加入は年間を通じて受け付けています。事務局迄ご連絡下さい。    

 会費・特別会費１年１口 10,000 円 

個人会費１年１口 1,000 円（できましたら 2 口以上お願いします。） 

事務局 〒376-0131 桐生市新里町奥沢５９－１ わたらせ養護園内 

わたらせ養護園後援会 TEL 0277-74-0343 

 

編集後記 
 

過ごしやすい季節もあっという間に過ぎ

ジメジメとした季節に…。 

雨が降っていても「外へ出たい！」と言う

元気な子ども達。そんな子ども達の待ちに

待った夏休みがもうすぐやってきます。 

これからますます暑くなり、熱中症が心配

されますが、子ども達と一緒に暑さに負け

ないよう元気いっぱいで過ごしたいと思い

ます。 


